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京都方言における重複形容詞と個人語の変異
谷　　　光　生
1. はじめに
複数の個人語 （idiolect） を比較観察すると、現代京都方言における重複形容詞に
は、その機能ならびに形態・統語構造において、顕著な変異ないし差異が存在す
ることが判明する。現代京都方言における重複形容動詞についても、同様のこと
が当てはまる。本稿は現代京都方言における重複形容詞ならびに重複形容動詞に
見られる個人語の変異ないし差異に関して、若干の報告をするものである。なお、
以下の報告は、現代京都方言を母語とする 7名の話者からの資料提供（内省の報
告）に基づく。資料提供を受けたのは、2012 年 9 月もしくは 2013 年 1 月である。
資料提供者である 7名はいずれも京都市内で生まれ育っている。これら 7人のよ
り詳しい背景情報は次のとおりである。
話者 A:
女性。年齢は 2012 年 9 月の調査時点で 70 代前半。京都市内の生まれ育ち
で、京都市以外での生活経験はない。彼女の両親もともに京都市内の生まれ
育ち。
話者 M:
男性。年齢は 2012 年 9月の調査時点で 40代前半。京都市内の生まれ育ちだ
が、成人して以降、調査時点まで、主として東京都に居住する。母親は京都
市内の生まれ育ちだが、父親は東京都の出身。
話者 N:
男性。年齢は 2012 年 9月の調査時点で 40代前半。京都市内の生まれ育ちだ
が、成人して以降、東京都ならびにその近県で数年生活を送る。その後、調
査時点まで主として大阪府に居住。母親は大阪府の生まれ育ち。父親の詳細
は不明。
話者 T:
女性。年齢は2012年 9月の調査時点で40代前半。京都市内の生まれ育ちで、
成人して以降、数年間、広島県内で居住したが、それ以外はすべて京都市内
46
に居住する。母親は京都市内の生まれ育ちだが、父親は 10 代後半まで広島
県内で過ごし、それ以降、京都市内に居住。
話者 MT:
女性。年齢は 2013 年 1 月の調査時点で 60 代前半。京都市内の生まれ育ち、
京都市以外での生活経験はない。彼女の両親もともに京都市内の生まれ育
ち。
話者 AT:
男性。年齢は2013年 1月の調査時点で30代前半。京都市内の生まれ育ちで、
京都市以外での生活経験はない。母親は京都市内の生まれ育ちだが、父親は
山口県の生まれ。
話者 B:
男性。年齢は 2013 年 1月の調査時点で 40代前半。京都市内の生まれ育ちだ
が、成人して以降、東京都ならびに東京都近県に居住する。
2.	個人語の変異
2.1.	変異の射程
研究者による発話記録や一般の書き物を観察する限り、現代京都方言の重複形
容詞には一般に述部としての機能と名詞の前位修飾部としての機能があることが
窺えるが、個人語を複数調査し、比較すると、その機能の可能性が個々人によっ
て大きく異なることが明らかとなる。また、重複形容詞が持つ形態・統語構造に
も個人間の差異が認められる。ほぼ同様のことは、現代京都方言の重複形容動詞
についても言える。
以下では、既述の 7名の情報提供者が次の 2点に関し、どのような反応を示し
たか簡単に報告する。
（1） 重複形容詞ないし重複形容動詞が述部として機能し得るかどうか、また機能
するのなら、どのような機能の仕方が可能であり、その形態・統語構造はど
のようなものか。
（2） 重複形容詞ないし重複形容動詞が名詞の前位修飾部として機能し得るかど
うか、また機能するのなら、その形態・統語構造はどのようなものか。
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2.2.	話者 B
話者 B の重複形容詞ならびに重複形容動詞は、7人の情報提供者の中で、その
機能や形式を最も広く拡張させている。重複形容詞について先に述べると、話者
B にとって、それは述部として機能し、現在形ならびに完了形の形態・統語構造
を持ち得る。また現在形と完了形の形態・統語構造にはいくつかの形式が認めら
れる。例えば、話者 B は次の （3） と （4） に見られる形式をすべて容認する。
（3） a.  この本、たっかたかい / おっもおもい（わ / やん）。
a’. 今日は、あっつあつい / さっむさむい（わ / やん）。
b.  この本、たっかいたかい / おっもいおもい（わ / やん）。
b’. 今日は、あっついあつい / さっむいさむい（わ / やん）。
c.  この本、たかいたかい / おもいおもい（わ / やん）。
c’. 今日は、あついあつい / さむいさむい（わ / やん）。
d.  この本、たかたかい / おもおもい（わ / やん）。
d’. 今日は、あつあつい / さむさむい（わ / やん）。
（4） a.  この本、たっかたか / おっもおも かった。
a’. 昨日は、あっつあつ / さっむさむ かった。
b.  この本、たかたか / おもおも かった。
b’. 昨日は、あつあつ / さむさむ かった。
上の （3） と （4） では「高い」「重い」「暑い」「寒い」に対応する重複形容詞の
みを示したが、その他の形容詞（例えば「薄い」「暗い」「怖い」など）も（3） や 
（4）と同様のパターンを示す。
なお、次の （5） のような、語幹 （stem） に接尾辞 – i が付加された重複形容詞の
完了形は容認されない。
（5） a. この本、* たっかいたか / * おっもいおも かった。
a’. 昨日は、* あっついあつ / * さっむいさむ かった。
b.  この本、* たかいたか / * おもいおも かった。
b’. 昨日は、* あついあつ / * さむいさむ かった。
このことは、「高い」「重い」「暑い」「寒い」以外の形容詞に対応する重複形容
詞にも当てはまる。
話者 B にとっては、どのような重複形容詞も名詞の前位修飾部としても機能し
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得るが、その際の形式には次のような制限があるようだ。
（6） a.  たっかたかい / おっもおもい 本
a’. あっつあつい / さっむさむい 日
b.  たっかいたかい / おっもいおもい 本
b’. あっついあつい / さっむいさむい 日
c.  たかいたかい / おもいおもい 本
c’. あついあつい / さむいさむい 日
d. ?? たかたかい / ?? おもおもい 本
d’. あつあつい / さむさむい 日
なお、重複形容詞の語幹に接尾辞 – i が認められない場合は、（6d） のように重複
形容詞の容認度が下がる場合がある。
話者Bの重複形容動詞はどのような振る舞いを見せるだろうか。次の （7） と （8） 
のように、促音を伴い得る場合でも、そうでない場合でも、重複形容動詞は述語
して機能する。また促音を伴いづらい形容動詞は促音のない形で、重複形容動詞
が述語として機能する。
（7） あの着物、きっれいきれい や（な）。
（8） a. あの着物、きれいきれい や（な）。
b. この部屋、しずかしずか や（な）。
c. 踊り、じょうずじょうず や（な）。
上例 （7） と （8） の重複形容動詞は現在形であるが、次の （9） と （10） が示すよう
に、完了形も容認される。
（9） あの着物、きっれいきれい やった。
（10） a. あの着物、きれいきれい やった。
b. この部屋、しずかしずか やった。
c. 踊り、じょうずじょうず やった。
一方、次の （11） のように、前位修飾の可能性は個々の重複形容詞動詞によって異
なる。
（11） a. きっれいきれいな着物
a’. きれいきれいな着物
b. ?? しずかしずかな部屋
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c. ?? じょうずじょうずな踊り
2.3.	話者 A
話者 A の重複形容詞は話者 B のそれと一点をのぞき、同様の振る舞いを見せる。
その一点とは、話者 A の重複形容詞では、次のように、語幹に接尾辞 – i が認め
られない場合、容認されるものと容認されないものがあるということだ。
（12） a.* この本、たかたかい / おもおもい（わ / やん）。
b.  今日は、あつあつい / さむさむい（わ / やん）。
話者 B の （3d） ならびに （3d’） と比較されたい。
話者 A の重複形容動詞はどうだろうか。次の （13） と （14） が示すように、一部
の重複形容動詞は述語として機能し得るが、一部は機能しづらい。
（13） あの着物、きっれいきれい や（な）/ やった。
（14） a. あの着物、きれいきれい や（な）/ やった。
b. ?? この部屋、しずかしずか や（な）/ やった。
c. 踊り、じょうずじょうず や（な）/ やった。
また話者 A の重複形容動詞には、次のように、前位修飾の機能がない。
（15） a.* きっれいきれいな着物
a’.* きれいきれいな着物
b.* しずかしずかな部屋
c.* じょうずじょうずな踊り
2.4.	話者M
話者 M の重複形容詞では、現在形の一部と完了形が話者 B と異なる。話者 M
は話者 B とは異なり、下の （16） のような形式の現在形は容認せず、また （17） も
しくは （18） の形式のような完了形のみを容認する。
（16） a. * この本、たかたかい / おもおもい（わ / やん）。
b. * 今日は、あつあつい / さむさむい（わ / やん）。
（17） a. たっかいたかい　やった。
b.  さぶいさぶい　やった。
c.  あっついあつい　やった。
50
（18） おもいおもい　かった。
話者 M にとっては、現在形としては （3a） から （3c’） のみの形式が容認され、完
了形としては （4） のような形式は容認されない。
話者 M は重複形容詞の前位修飾部としての機能を認めるが、その形式は次のよ
うに限られる。
（19） a. * たっかたかい / おっもおもい 本
a’. * あっつあつい / さっむさむい 日
b.  たっかいたかい / おっもいおもい 本
b’. あっついあつい / さっむいさむい 日
c. たかいたかい / おもいおもい 本
c’. あついあつい / さむいさむい 日
d. * たかたかい / ?? おもおもい 本
d’. * あつあつい / さむさむい 日
即ち、現在形として容認される形式のみが、前位修飾部としても機能し得る。
話者 M の重複形容動詞に目を転ずると、下の （20） と （21） に示されるように、
一部の形容動詞のみが重複形容動詞に対応する。
（20） あの着物、きっれいきれい や（な）/ やった。
（21） a.  あの着物、きれいきれい や（な）/ やった。
b. * この部屋、しずかしずか や（な）/ やった。
c.   踊り、じょうずじょうず や（な）/ やった。
重複形容動詞の前位修飾部としての機能も、次のように限られる。
（22） a. きっれいきれいな着物
a’. きれいきれいな着物
b. * しずかしずかな部屋
c. ?? じょうずじょうずな踊り
2.5.	話者MTと話者 AT
話者 MT と話者 AT の重複形容詞ならびに重複形容動詞に対する反応は同じで
あるので、まとめて論ずる。両話者は重複形容詞の現在形としては次の （23） の形
式のみを認め、完了形としては （24） のみを認める。
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（23） a. この本、たっかたかい / おっもおもい（わ / やん）。
b. 今日は、あっつあつい / さっむさむい（わ / やん）。
（24） a. この本、たっかたか / おっもおも かった。
b. 昨日は、あっつあつ / さっむさむ かった。
次の （25） のように、両話者にとって可能な形式を持つ現在形のみが前位修飾部と
しての機能を担う。
（25） a. たっかたかい / おっもおもい 本
b. あっつあつい / さっむさむい 日
両話者の重複形容動詞はどうだろうか。次の （26） ならびに （27） のように、一部
の形容動詞のみが重複形容動詞に対応する。
（26） あの着物、きっれいきれい や（な）/ やった。
（27） a.  あの着物、きれいきれい や（な）/ やった。
b.* この部屋、しずかしずか や（な）/ やった。
c.  踊り、じょうずじょうず や（な）/ やった。
重複形容動詞の前位修飾部としての機能も、次のように限られる。
（28） a.  きっれいきれいな着物
a’.  きれいきれいな着物
b.* しずかしずかな部屋
c. ?? じょうずじょうずな踊り
2.6.	話者 N
話者 MT ならびに話者 AT と同様に、話者 N は重複形容詞の現在形としては、次
の （29） の形式のみを認め、完了形としては （30） のみを認める。
（29） a. この本、たっかたかい / おっもおもい（わ / やん）。
b. 今日は、あっつあつい / さっむさむい（わ / やん）。
（30） a. この本、たっかたか / おっもおも かった。
b. 昨日は、あっつあつ / さっむさむ かった。
一方、話者 N は重複形容詞の前位修飾部としての機能は次のように一切認めない。
（31） a. * たっかたかい / * おっもおもい 本
b. * あっつあつい / * さっむさむい 日
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また、話者 N の重複形容動詞は述部としても前位修飾部としても機能しない。（た
だし、2.8 節を参照。）
2.7.	話者 T
話者 T の重複形容詞は現在形としては、次の （32） のような形式のもののみが容
認され、それ以外の形式は容認されない。
（32） a.  この本、たっかいたかい / おっもいおもい（わ / やん）。
a’. 今日は、あっついあつい / さっむいさむい（わ / やん）。
b.  この本、たかいたかい / おもいおもい（わ / やん）。
b’. 今日は、あついあつい / さむいさむい（わ / やん）。
これまでのどの話者とも異なり、話者 T は重複形容詞の完了形を容認しない。ま
た話者 N と同様に、話者 T は重複形容詞の前位修飾部としての機能も容認しない。
さらに、話者 T は、これまでのどの話者とも異なり、一切の重複形容動詞を容
認しない。
2.8.	形容動詞の独立形
2.6 節で述べたように、話者 N は一切の重複形容動詞を容認しないが、語幹の
みが重複され、接尾辞 - ya が付加されない次のような形式は容認する。
（33） a. きっれいきれい。
b. きれいきれい。
このような、接尾辞 -ya が存在しない「言い切り」の形式を本稿では以下 独立形
と呼ぶ。なお、話者 N は次のような独立形は容認しない。
（34） a. * しずかしずか。
b. * じょうずじょうず。
独立形は語幹の単なる繰り返しではなく、重複された語幹全体が一つの音韻的単
位を成す。単なる繰り返しでは音調曲線のピークが複数存在するのに対し、独立
形では一つである。独立形は語としての重複形容詞の祖型と考えられる。
述部機能が認められる重複形容動詞に対しては、（話者 N と T を除く）いずれ
の話者も対応する独立形を容認する。
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3.	変異の比較
重複形容詞ならびに重複形容動詞における個人語の変異を比較すると、それら
の祖型がどのようなものであり、またそれがどのように拡張されるのか、窺い知
ることが出来る。次の表 1は重複形容詞ないし重複形容動詞が述部として機能す
るかどうか、前位修飾部として機能するかどうか等の点を念頭においてまとめた
ものである。その際、どのような形容詞ないし形容動詞でも、それに対応して（何
らかの形式の）重複形が認められる場合は OK と表記し、一部の形容詞ないし形
容動詞のみに対応して（何らかの形式の）重複形が認められる場合は %、いかな
る重複形も認められない場合は * とした。
表 1
話者 B 話者 A 話者 M 話者 MT 話者 AT 話者 N 話者 T
重複形容詞
述部（現在形） OK OK OK OK OK OK OK
述部（完了形） OK OK OK OK OK OK *
前位修飾部 OK OK OK OK OK * *
重複形容動詞
独立形 OK % % % % % *
述部（現在形） OK % % % % % *
述部（完了形） % % % % % * *
前位修飾部 % * % * * * *
上の表から明らかなとおり、個人語の変異には一定の傾向が認められ、ランダム
な変異を見せるわけではない。
次の表 2は表 1を拡張したものである。重複形容詞にも重複形容動詞にも複数
の形式が存在するが、それらの形式を形容詞タカイないし形容動詞キレイに代表
させて表し、いずれの形式が祖型であり、また形式間の拡張関係がどのようなも
のであるかをも見て取れるようにした。
なお、ついでながら、本稿の観察からも窺えるように、形容詞と形容動詞は別
の語彙範疇と捉えるのがよいと考えられる。
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